
 
本県では、人権教育のより一層の充実を図るために、「学・社連携による人権教育（学校と地域社会が連携・協力し

ながら推進する人権教育）」を大切に考えています。これまでの人権教育は、学校や地域において熱心に取り組まれて

きたものの、両者が協同して学習を進めたり、地域が抱えている人権課題を共有しながら学び合ったりするなど、「学・

社連携」に関して消極的であったことから、子どもから大人までの一貫した人権教育 

(系統的な人権教育)が行われにくいことが指摘されていました。文科省から公表され 

ている「第三次とりまとめ」にも、「子どもたちは、地域社会で様々な人と出会ったり 

多様な価値観に触れたりしながら、他者を尊重する態度や様々な人々と共に生きてい 

く姿勢を身につけていきます。その意味においても、人権を尊重する『地域づくり』 

に向け、学校と地域社会とが密接に連携を図っていくことが求められます」と記され 

ています。そこで、本県では、「学・社連携による人権教育」の充実・発展に向けて、学校担当者と市町村担当者が情報

交換をしたり、合同で協議したりする場を設定するなど、環境整備や下地づくりを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後も各種研修会にて、学習効果を高め、人権意識の高揚を図るために、地域に根ざした人権課題に目を向けながら、

「感じ 考え 行動する」学びを推進することができる「地域リーダー」の育成に努めていきたいと考えています。 

（１）  平成２６年（2014年）１月１５日    人  権  つ  う  し  ん               第４６号  
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＊＊＊「学・社連携」に向けて動き出した人権教育連絡協議会＊＊＊ 

◇「学・社連携による人権教育連絡協議会（教育事務所主催）」は、学校と市町村の担当者が一堂に会して、学校・家

庭・地域が一体となった“地域ぐるみの人権教育”をどのように推進していくかじっくりと語り合う研究協議会です。 

現在は、飯田地区、東信地区、中信地区において、「学・社連携による人権教育連絡協議会」が実施されています。

県が支援する「学・社連携の事業」としては、全国でも例を見ない画期的な取組です。 

  

   
【学・社連携による人権教育連絡協議会の一例（Ｈ25年度 中信地区）】 

mailto:kokoro@pref.nagano.lg.jp
http://illpop.com/png_flowerhtm/fwinter01_a11.htm


        

    

 第４６号             人  権  つ  う  し  ん        平成２６年（2014年）１月１５日  (２) 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権教育を柱にした学社連携 

東信教育事務所では、管内一斉に社会人権教育担当者と学校人権教 

育担当者が地域ごとに集まる会を開いています。 

それは、「地域の人権課題の解決に向けて、公民館でも学校でも同じ 

方向で取り組んでいこう」ということで始めました。 

「うちの学区では、お年寄りの安全をどう確保していくかが課題だ」 

とか、「外国の研修生を多く受け入れているので、きちんと考えていき 

たい」などといった地域の課題が話し合われました。 

また、さらに一歩踏み込 

んで、地域課題について、みんなで考え始めている地域もあります。 

Ｋ町のＭ分館では、地域の大人だけでなく、子どもたちも集い合って、 

「うちの地域をもっとよくするには、どうしたらよいのだろう」と考え

をめぐらせ、意見交換をしました。 

  Ｕ市のＳ地域では、分館人権研修会に、学校の先生方が「ファシリテー

ター（研修会の推進役）」として参加し、地域の課題を考え合う取組を

長く続けています。  

 

～Ｍ分館～ 子どもたちも話し合いました。 

社会・学校人権教育合同担当者会 

  

今年度、中信地区では初の試みとなる「市町村人権教育連絡会」を、５月１７日に総合教育センターにて開催しました。

この連絡会は、市町村の社会人権教育担当者と同市町村内の小中学校人権教育係が、互いの全体計画、年間計画等を持ち

寄り、情報交換をするなかで、具体的な連携の見通しが立てられることを願って開催したものです。 

 これまでにも、同様の趣旨の会が行われてきた市町村はありましたが、多くはなく、同じ市町村内でも互いの顔や名前

がわからないことも、珍しくはありませんでした。そこで、「まずは人権教育に関わる身近な人のつながりを作るきっか

けにする」という意図も、この会には持たせました。人のつながりから生まれる連携や目的を共有した融合の人権教育が、

ここから始まることを願いました。社会人権教育担当者、学校の人権教育係からは、次のような感想が寄せられました。 

○初めて学校の先生とゆっくり情報交換ができ、学校側の視点や資料、いろいろな学校の講演会の内容など伺えて、大変

参考になりました。今までどうしてなかったんだろうと思うくらいでした。（社会人権教育担当者） 

○学校人権教育と市町村人権教育がつながり、地域の課題を共有していく上で、連絡会が設けられた意義は大きい。市町

村内でこういう会が開催できればよいが、スケジュールの関係で難しい。今日のような機会を設けていただけることは

ありがたい。（社会人権教育担当者） 

○教育委員会の方や中学校の先生から知らない情報をいろいろ教えていただきました。また、今後協力して活動できるよ

うなことを考えていこう、という相談もでき、嬉しく思いました。何よりここで語り合えたことが成果でした。より多

くの地域の方とコミュニケーションをとっていきたいと思いました。（学校人権教育担当者） 
  

この連絡会がきっかけになり、学校人権教育講演会に地域住民にも参加してもらうよう教育委 

員会が通知する、人権に関する啓発広報を配布する、など、具体的な連携が始まっています。 

今後は、連絡会の第二回、第三回がそれぞれの地域で開催され、さらに連携・融合が進むよう 

願っています。  

http://sozaishu.up.d.seesaa.net/sozaishu/image/022720E383ADE383BCE38380E383B3E382BBEFBC8FMangles20Sunray.gif?d=


        

        

(３)  平成２６年（2014年）１月１５日       人  権  つ  う  し  ん               第４６号  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

飯田地区では、毎年、第１回目の人権教育連絡協議会において、人権教育のより一層の充実を図るために、「学・

社連携による人権教育」の取組を位置付けています。 

 市町村ごとに分科会を設け、１年間のそれぞれの活動計画をもとに、小・中学校、そして地域関係者（市町村教

育委員会の人権教育担当者、公民館長、公民館担当主事）がどのような連携ができるかを話し合います。 

 この取組のねらいは、両者が地域の人権課題について理解し、互いに協力して、「子どもから大人までの一貫し

た人権教育」を推進できるようにすることです。 
 

【学校関係者の感想より】 

・人権課題に関わる地域の実情を知ることができました。特に高齢者との関わりという 

観点では、今後の連携の可能性を感じることができ、大変有意義でした。 

・地域に関わる学習を組む際、まずは公民館に相談してみると、地域の人材や資料を紹 

介したり用意したりしていただけることを知り、心強く感じました。 

【地域関係者の感想より】 

・各学校、地域で行っている（人権教育に関わる）事業について、学校と地域の連携方法を見出していく可能性を

感じることができました。 

・学校と地域が互いに助け合い、活動していくことが重要だと再認識することができました。地域にあった人づく

り、良さ、優しさを軸として計画していくことが必要だと思います。 
  

この話し合いを通して、学校、地域関係者が、互いの取組や役割を理解し、連携のあり方を考えることができま

した。飯田地区では、今後もこの取組を大切にしていきたいと考えています。   

【両澤指導主事担当】 

 

木
島
平
村
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
、 

「
私
を
見
つ
め 

人
々

ま

わ

り

と
語
り
21
世
紀

み

ら

い

を
展
望
す
る 

～
地
域
社
会
に 

お
け
る
連
携
し
た
人
権
教
育
を
め
ざ
し
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
据
え
、 

地
域
ぐ
る
み
の
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
村
内
の
保
育
園
か
ら
高
校
ま
で
の

人
権
同
和
教
育
の
連
携
を
図
る
た
め

に
「
保
・
小
・
中
・
高
人
権
同
和
教

育
担
当
者
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
ま
で
な
か
っ
た
教
育

的
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、

異
年
齢
交
流
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
高
校
で
は
初
め

て
「
同
和
問
題
」
の
講
演
会
を
開
催

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
人
権
同
和
教
育
公
開
授

業
は
社
会
人
権
同
和
教
育
講
座
と
兼

ね
て
行
わ
れ
、
今
年
度
は
高
校
が
授

業
を
公
開
し
、
園
・
学
校
関
係
者
の

ほ
か
、
保
護
者
、
行
政
、
企
業
、
地

域
が
一
緒
に
学
び
合
い
、
地
域
ぐ
る

み
の
人
権
教
育
推
進
に
向
け
て
共
通

理
解
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
担
当

者
会
は
系
統
的
な
人
権
教
育
、
ひ
い 

て
は
人
権
が
尊 

重
さ
れ
る
村
づ 

く
り
の
基
盤
に 

位
置
付
い
て
き 

て
い
ま
す
。 

 

◎
「
学
校
・
行
政
・
企
業
・
地
域
」

の
代
表
者
で
「
人
権
教
育
総
合
推

進
会
議
」
を
組
織
し
、
地
域
ぐ
る

み
の
人
権
教
育
を
推
進
す
る
た
め

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
ど
う
連
携

し
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
ま
す
。「
雪
ん
子
人
権
子
ど
も

会
」（
Ｐ

参
照
）
の
活
動
と
も

連
携
し
、
高
齢
者
や
結
婚
し
て
村

内
に
居
住
し
て
い
る
外
国
人
と
の

交
流
活
動
が
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
。
若
年
層
の
研
修
機
会

の
確
保
と
、
村
民
の
人
権
意
識
の

醸
成
に
向
け
、
地
元
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と

連
携
し
て
の
啓
発
活
動
の
推
進
も

し
て
き
て
い
ま
す
。 

http://sozaishu.up.d.seesaa.net/sozaishu/image/022720E383ADE383BCE38380E383B3E382BBEFBC8FMangles20Sunray.gif?d=


 
 

 第４６号             人  権  つ  う  し  ん        平成２６年（2014年）１月１５日 (４)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

何
故
い
け
な
い
の
か
、
子
ど
も
た
ち
に
具
体
的

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
周
囲
の

大
人
が
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
傾
聴
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 
 

 

＊
児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
権
利
侵
害
＊ 

 

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
命
は
守
れ
た
と
し
て
も
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
発
達
が
妨
げ
ら
れ

ま
す
。
虐
待
防
止
の
た
め
に
は
、「
お
母
さ
ん

た
ち
を
孤
独
に
さ
せ
な
い
こ
と
」
や
「
市
町
村

な
ど
の
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
」
が
必
要
で

す
。 

 

＊
体
罰
は
子
ど
も
の
権
利
侵
害
＊ 

 

体
罰
は
、
刑
法
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。
暴

力
を
受
け
て
育
っ
た
子
ど
も
は
、
暴
力
に
よ
っ

て
物
事
を
解
決
す
る
手
段
を
学
ん
で
し
ま
い

ま
す
。 

 

二  

少
年
事
件
を
通
し
て 

 
 

＊
学
校
と
子
ど
も
＊ 

 

子
ど
も
は
、
有
害
情
報
に
早
期
接
触
す
る
よ 

り
も
、
完
全
に
保
護
さ
れ
た
状
態
（
疎
外
体
験
）

に
い
る
方
が
、
非
行
や
問
題
行
動
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
離
脱
し
て
い
か
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

＊
家
庭
と
非
行
＊ 

 

非
行
少
年
の
６
０
％
が
被
虐
待
体
験
者
で

す
。
厳
し
い
だ
け
で
は
子
ど
も
は
育
ち
ま
せ 

ん
。
子
ど
も
が
厳
し
さ
の
意
味
を
理
解
し
受
け 

入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

 
 

＊
非
行
と
地
域
環
境
＊ 

 

「
社
会
的
地
位
」
と
「
子
ど
も
の
非
行
」
に
は

相
関
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
人
か
ら
無

視
さ
れ
た
り
問
題
児
扱
い
さ
れ
た
り
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
に
居
場
所
が
な
い
た

め
に
逸
脱
行
動
に
走
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

二  

子
ど
も
と
の
関
わ
り
か
ら 

 
 

＊
子
ど
も
の
立
場
に
立
つ
＊ 

 

「
子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
」
は
、「
子
ど
も

の
言
う
こ
と
を
そ
の
ま
ま
聞
き
入
れ
る
こ
と
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
に
子
ど
も
の
利
益
を
考

え
て
、
成
長
発
達
を
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

 

 
 

＊
事
実
に
目
を
向
け
る
＊ 

 

出
来
事
の
事
象
だ
け
を
捉
え
る
の
で
は
解

決
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
子
の
こ
れ
ま
で
の
生
き

様
に
目
を
向
け
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

＊
ど
う
し
た
い
か
を
一
緒
に
考
え
る
＊ 

 

他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
自
己
決
定
を
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
自
身
が
選
択
し
た
こ
と
の
過
ち
に
気
づ
き
、

向
き
合
い
、
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
成
長
発
達

し
て
い
く

そ
の
過
程
を 

見
届
け
て
い
く
こ
と
が
、
私 

た
ち
大
人
の
責
任
で
す
。 

一  

子
ど
も
権
利 

 
 

＊
子
ど
も
は
権
利
の
主
体
＊ 

 

「
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
」

そ
れ

は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
、
子
ど
も
も
権
利
の
主
体
で
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

        

  

こ
れ
ら
の
憲
法
に
記
さ
れ
て
い
る
「
国
民
」

に
は
「
子
ど
も
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、「
子
ど
も
」
は
、
成
年
と
の
発
達
途
上
に

あ
る
と
い
う
特
性
か
ら
、
権
利
行
使
の
場
面
で

は
「
制
約
」
を
受
け
る
と
と
も
に
「
保
護
の
対

象
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、「
保
護
の
客
体
、
指
導
、
管
理
の

対
象
」
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い
「
子
ど
も

観
」
に
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
妨
げ
る
危
険
性

が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
認
識
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

＊
い
じ
め
は
人
権
侵
害
＊ 

 

「
い
じ
め
か
否
か
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
児
童
生

徒
の
立
場
か
ら
判
断
さ
れ
ま
す
。
い
じ
め
が 

 

弁
護
士 有

吉 

美
知
子 
さ
ん  

有
吉
さ
ん
は
、
こ
れ
ま 

で
も
県
内
外
に
お
い
て
、 

「
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
」に

つ
い
て
講
演
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

本
研
修
会
で
は
、「
子
ど
も
が
安
心

し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必

要
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
ご
自
身
が

関
わ
ら
れ
た
事
例
を
も
と
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

以
下
に
講
演
の
要
旨
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

～子どもが安心して生きていくために～ 

「国
民
は
全
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨 

げ
ら
れ
な
い
」(

憲
法
１
１
条) 

 

「全
て
の
国
民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。 

生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の 

権
利
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限 

り
、
立
法
そ
の
他
国
政
の
上
で
最
大
限
尊
重 

を
必
要
と
す
る
」(

憲
法
１
３
条) 

http://sozaishu.up.d.seesaa.net/sozaishu/image/40420E38393E382AAE383A9EFBC8FViola.gif?d
http://illpop.com/img_illust/flower/fwinter01_a03.png
http://illpop.com/img_illust/flower/fwinter01_a07.png


 
 

 (５)  平成２６年（2014年）１月１５日       人  権  つ  う  し  ん              第４６号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

              

栄
中
学
校
へ
の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る 

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
美
容
室
の
取
組
と
生
徒
た
ち

の
姿
、
そ
し
て
、
橋
本
社
長
に
よ
る
「
命
の

授
業
」
を
通
し
て
、
共
に
生
き
る
私
た
ち
自

身
の
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
合
い
ま
し

た
。 復

興
に
向
け
た
生
徒
た
ち
の
「
自
主
性
」

や
「
主
体
的
な
姿
勢
」
を
大
事
に
考
え
な
が

ら
交
流
を
重
ね
て
き
た
経
緯
や
、
生
徒
や
学

校
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
寄
り
添
い
つ

つ
、
ひ
た
向
き
に
支
援
を
続
け
て
き
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
ふ
れ
て
、「
少
し
で
も
自
分
た
ち
の

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
分
け
て
い
た
だ
い
た
分
科
会
で
し
た
。 

 
 

              

「
げ
ん
こ
つ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」「
キ
ャ
ッ

チ
」「
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
チ
ェ
ー
ン
」「
４
つ

の
自
己
紹
介
」
と
い
う
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ

ン
グ
の
後
、「
よ
り
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
地

域
に
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
ワ

ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
気
づ
き
が

広
が
り
、
交
わ
り
、
新
た
な
発
想
が
生
ま

れ
、
そ
の
成
果
を
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。  

ふ
り
返
り
の
場
面
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で

の
語
り
合
い
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
一
人
一

人
が
「
今
か
ら
で
き
る
小
さ
な
一
歩
」
を

具
体
的
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
、
互
い
に
傾
聴

し
合
い
相
手
を
受
け
止
め
る
温
か
さ
、
心

を
開
き
笑
顔
で
対
話
す
る
姿
が 

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
感
想
） 

「『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』
と
言
わ
れ
る
が
、

人
は
差
別
を
知
っ
て
も
、
さ
ら
に
差
別
し
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。
正
し
く
差
別
を
知
っ

た
う
え
で
、
差
別
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

そ
う
し
て
い
か
な
く
て
は
、
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
」
と
語
ら
れ
た
高
木
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
強
く
心
に
響
き
ま
し
た
。 

 
 

       
 

中
国
帰
国
者
二
世
と
し
て
の
中
国
及
び
日

本
で
の
生
活
体
験
か
ら
、
両
国
の
生
活
様
式

や
文
化
、
風
習
、
学
校
教
育
、
考
え
方
な
ど

の
違
い
に
つ
い
て
の
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。「
異
質
な
も
の
」
と
感
じ
る
、
自
分
た
ち

と
は
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
を
理
解
し
、
受

け
入
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
と
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
意
見
交
換
を
通
し
て
、
相
手
の
困

り
感
を
理
解
し
、
互
い
に
認
め
合
い
な
が
ら

共
に
生
き
て
い
く
「
多
文
化
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
、
異
文
化
理
解
教
育
を
充
実

さ
せ
、「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
接
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

       

 

中
学
生
の
時
に
自
ら
の
出
身
を
知
っ
た
高

木
さ
ん
。
そ
れ
を
親
友
に
話
す
と
、「
知
っ
て

た
よ
」
と
。
さ
ら
に
「
も
し
、
み
っ
ち
ゃ
ん

が
差
別
さ
れ
た
ら
、
オ
レ
が
守
っ
て
や
る
」。

高
木
さ
ん
が
同
和
問
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。 

古
文
書
を
読
み
下
し
、
考
え
、
調
べ
、
ま

た
読
み
返
し
、
さ
ら
に
考
え
て
い
く
う
ち
に
、

古
文
書
の
中
に
被
差
別
部
落
の
人
々
が
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
様
子
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。 

「
現
代
的
な
差
別
の
根
は
、
ま
さ
に
明
治
以

降
に
あ
る
」

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
受
け
入
れ
て
き
た
部
落
差
別
の
歴
史
観

が
、
今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

【中国帰国者の人権】 

大橋 春美さん 

【参加型・体験型・協力型学習】 

両澤 宏樹さん 
（北信教育事務所生涯学習課） 

 

【同和問題】 

高木 美好さん 

 

【企業の社会的責任（CSR）】 

橋本 京子さん 北原 綾子さん  
（松本市シャンゼリゼ美容室） 

胡桃澤 輝彦さん （栄村立栄中学校） 
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http://sozaishu.up.d.seesaa.net/sozaishu/image/40220E5B1B1E88CB6E88AB1EFBC8FE382B5E382B6E383B3E382ABEFBC8FSasanqua.gif?d=a21


 
 

 第４６号             人  権  つ  う  し  ん       平成２６年（2014年）１月１５日  (６)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

こ
れ
ら
は
、「
放
送
自
粛
用
語
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
と
な
る
考
え
方
は
、「
歴

史
的
・
語
源
的
に
そ
の
言
葉
自
体
が
差
別
的
意

識
を
持
つ
も
の
」、「
そ
の
言
葉
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
特
定
の
人
が
不
快
に
思
っ
た
り
、

不
利
益
を
こ
う
む
っ
た
り
す
る
も
の
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
番
大
事
な
こ
と
は
、「
言
葉
の

使
い
方
」
や
「
表
現
の
仕
方
」
に
つ
い
て
、
全

体
の
状
況
を
見
な
が
ら
一
つ
一
つ
確
認
し
て

い
こ
う
と
す
る
個
々
の
人
権
意
識
で
す
。 

 

＊
人
権
へ
の
取
組
＊ 

 

日
本
民
間
放
送
連
盟
で
は
、「
個
人
、
団
体

の
名
誉
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
取
り
扱
い
は
し

な
い
」、「
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
よ
う
な
取
り
扱

い
は
し
な
い
」、「
人
種
、
性
別
、
職
業
、
境
遇
、

信
条
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
の
差
別
を
し

な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
自
主
的
な
放
送
基
準
を

設
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
放
送
業
者
自
ら
を

守
る
も
の
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
を
守

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
に
は
、「
市
民
の
知
る
権
利
に
応

え
る
報
道
活
動
は
、
取
材
報
道
さ
れ
る
側
の
基

本
的
人
権
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
」
と
い
っ
た

報
道
指
針
を
掲
げ
、
集
団
的
過
熱
取
材
問
題
へ

の
対
応
な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
視
聴
者
か
ら
の
訴
え
に
応
じ
る
機

関
と
し
て
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
放
送
倫
理
・
番
組
向
上

機
構
）
を
設
置
し
、
様
々
な
問
題
の
解
決
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。 

 

二  

マ
ス
コ
ミ
の
役
割 

             

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
「
遠
く
の
も
の
を
見

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
の
特
性
は

「
映
像
の
強
さ
」
に
あ
り
ま
す
。
他
人
の
痛
み

を
感
じ
る
想
像
力
を
育
ん
だ
り
、
そ
の
糸
口
を

提
供
し
た
り
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
メ
デ

ィ
ア
は
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
は
、
放

送
人
の
資
質
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
常
に
自
分

の
人
権
意
識
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
、
そ
の
場
面
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、
送
り
出
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
事
実
に
基
づ
い
た
取
材
や
、

取
材
対
象
に
対
す
る
謙
虚
な
姿
勢
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
お
役
に 

立
て
る
番
組
を
提
供
で
き
れ
ば 

嬉
し
い
で
す
。 

 

一  

マ
ス
コ
ミ
全
体
に
お
け
る
取
組 

 
   

今
、
テ
レ
ビ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、「
空

気
の
よ
う
な
存
在
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
の
社
会
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
多
大
な
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
関
係
者
に
は
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
メ
デ

ィ
ア
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

＊
人
権
に
関
す
る
言
葉
の
言
い
換
え
＊ 

                   

  

 

【身
分
差
別
関
連
】 

 

【職
業
差
別
関
連
】 

 

【身
体
障
害
者
関
連
】 

 

【民
族
・国
際
差
別
関
連
】 

 

【性
差
別
・そ
の
他
】 

～
実
際
の
制
作
番
組
よ
り
～ 

 

【子
ど
も
の
人
権
（い
じ
め
問
題
）】 

「君
の
傷
み
は
僕
の
も
の
～
い
じ
め
と
闘
う
～
」 

 

【ハ
ン
セ
ン
病
も
と
患
者
の
人
権
】 

「隔
離
の
果
て
に 

～
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者 

最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」

 

【外
国
人
の
人
権
】 

「し
あ
わ
せ
さ
が
し 

細
田
テ
ュ
ン
の
場
合
」 

 

【中
国
帰
国
者
の
人
権
】 

「刻
印 

～
『不
都
合
な
史
実
』を
語
り
継
ぐ
～
」

 

【同
和
問
題
】 

「荊
冠
旗
を
胸
に
～
中
山
英
一
闘
い
の
軌
跡
」

岩
井
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で 

人
権
尊
重
の
視
点
か
ら
様
々 

な
番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

本
研
修
会
で
は
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
送
り
手
は
、人
権
に
つ
い
て
何
を
思

い
な
が
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
送
り
出
し

て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
実
際
の
制

作
番
組
を
も
と
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

以
下
に
講
演
の
要
旨
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

代
表
取
締
役 

岩
井 

ま
つ
よ 

さ
ん  

http://sozaishu.up.d.seesaa.net/sozaishu/image/40420E38393E382AAE383A9EFBC8FViola.gif?d
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http://1.bp.blogspot.com/-5NTzDvOho2M/UfIJMBBug6I/AAAAAAAAWfE/q-G2da8XSVQ/s800/job_newscaster_man.png
http://1.bp.blogspot.com/-OQvZxZnar5k/UZYkuRYeygI/AAAAAAAATEE/8y51uZnJRUM/s800/job_announcer.png


 
 

  (７)  平成２６年（2014年）１月１５日       人  権  つ  う  し  ん              第４６号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

            

渡
邉
さ
ん
か
ら
は
、
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
、

川
村
カ
ネ
ト
に
つ
い
て
、
カ
ネ
ト
と
飯
田
線

に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
カ
ネ
ト
合
唱
団
に
つ

い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
合

唱
劇
の
前
半
部
分
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
後
半
部
分

を
カ
ネ
ト
合
唱
団
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

合
唱
団
の
皆
さ
ん
の
発
表
は
、
迫
力
が
あ

り
、
カ
ネ
ト
の
苦
悩
や
喜
び
、
力
強
い
人
と

な
り
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

「
合
唱
団
を
続
け
て
い
る 

意
味
は
、
カ
ネ
ト
の
生
き 

方
に
学
ぶ
こ
と
で
す
」
と 

語
ら
れ
た
言
葉
が
印
象
に 

残
り
ま
し
た
。 

 

      
 

秦
さ
ん
自
身
の
い
じ
め
被
害
の
経
験
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

人
と
の
出
会
い
、
つ
な
が
り
の
良
さ
を

子
ど
も
た
ち
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
日
々

の
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
強

い
意
志
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ

と
が
、
大
人
と
し
て
の
大
切
な
役
目
で
あ

る
こ
と
を
、
参
加
者
全
員
が
共
有
で
き
る

会
に
な
り
ま
し
た
。 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
者
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ

て
研
修
会
を
進

め
る
に
あ
た
り
、 

参
考
に
な
る
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
事
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
感
想
） 

 

同
和
問
題
と
と
も
に
生
き
て
い
く
自
分
自
身

の
覚
悟
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
っ
た
子
ど

も
た
ち
。 

参
会
者
か
ら
は
、「『
放
っ
て
お
け
な
い
体
に

な
っ
て
い
く
』
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
立
ち
会

え
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

            

中
島
さ
ん
か
ら
は
、
犯
罪
被
害
者
へ
の

精
神
的
な
支
援
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
こ

と
、
国
、
県
、
地
方
自
治
体
と
連
携
し
、

被
害
者
の
権
利
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
宮
田
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
は
、「
一

人
ひ
と
り
が
大
事
に
さ
れ
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
」
と
い
う
切
実
な
問
い
が

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
死
ん
で
し
ま
え

ば
人
権
は
な
い
。
加
害
者
に
あ
る
人
権
が

被
害
者
に
は
な
い
」

そ
の
現
実
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

        

「
上
っ
面
な
語
り
合
い
や
触
る
程
度
の
学
習

に
し
か
な
ら
な
い
の
な
ら
や
ら
な
い
方
が
い

い
」
と
、
同
和
問
題
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ

思
い
を
持
ち
続
け
て
き
た
畔
上
さ
ん
。
そ
う

し
た
同
和
問
題
に
対
峙
す
る
教
師
と
し
て
の

居
方
・
あ
り
方
（
授
業
を
迎
え
る
ま
で
の
覚

悟
）
と
、「
こ
の
子
た
ち
と
な
ら
同
和
問
題
の

真
実
と
向
き
合
え
る
」
と
決
意
す
る
に
至
っ

た
学
級
の
育
ち
（
学
び
合
う
関
係
づ
く
り
）

に
関
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
実
際
の
授
業
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
そ
っ
と
し
て
お
く
こ
と
で
、
部
落
差
別
は

な
く
な
る
か
』
と
い
う
題
材
を
貫
く
学
習
問

題
。
そ
の
中
で
、「
私
た
ち
は
、
も
う
学
ん
で
、

こ
の
こ
と
を
責
任
も
っ
て
自
分
の
と
こ
ろ
に

抱
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
」
と
、 

 

【同和問題】 

畔上 一康さん 

（信州大学教育学部附属 

長野小学校） 

 

【参加型・体験型・

協力型学習】 

塩澤 秀彦さん 
南信教育事務所 

生涯学習課） 

 

【犯罪被害者の人権】 
中島 敏德さん  

 
 

宮田 幸久さん 元子さん  

 

 

【アイヌの人々の人権】 

 

渡邉 美津子さん（喬木村立喬木第二小学校） 

飯田カネト合唱団の皆さん  

 

【子どもの人権】 

秦 健二さん 

（ＮＰＯ法人遊び塾） 

http://sozaishu.up.d.seesaa.net/sozaishu/image/40420E38393E382AAE383A9EFBC8FViola.gif?d
http://kitutuki.sakura.ne.jp/wp/wp-content/uploads/2013/05/illust4205.png
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◆
「
異
文
化
」 

 

「
手
で
食
べ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
！
」
と
、
子
ど
も
時
分
に
言
わ
れ
た
人
も
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
食
事
に
手
を
使
う
人
と
道
具
を
使
う
人
の
割
合
は
、
地
球

全
体
で
は
四
対
六
、
お
よ
そ
二
十
億
人
は
手
を
使
う
と
聞
く
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
？
改
め

て
「
こ
れ
は
文
化
の
違
い
な
ん
だ
」
と
気
づ
き
ま
す
。 

 

あ
る
エ
ッ
セ
イ
で
、「
欧
米
で
は
食
事
中
ゲ
ッ
プ
を
す
る
こ
と
は
犯
罪
的
な
行
為
だ
が
、

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
は
、
お
な
ら
は
場
を
盛
り
上
げ
る
と
し
て
喜
ぶ
」
と
あ
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
リ
ズ
先
生
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
）
に
本
当
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
あ
り

え
な
い
！
ど
っ
ち
も
ダ
メ
だ
よ
ぅ
！
」
と
、
び
っ
く
り
し
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
異
文
化
」
の
理
解
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
」
で
は
欠
か
せ
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

大
人
で
あ
る
私
た
ち
の
理
解
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

◆
小
さ
な
村
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
」 

 
 

生
坂
村
は
人
口
二
千
人
ほ
ど
の
村
で
す
。
生
坂
保
育
園
は
、
小
さ
い
け
れ
ど
明
る
く
温

か
い
保
育
園
で
す
。
開
け
放
た
れ
た
窓
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
よ
う
な
歓
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
今
日
は
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
先
生
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
」
の

日
な
の
で
す
。 

〝
ジ
ェ
ニ
ー
先
生
〟
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
で
す
が
、
お
隣
の
村
に
住
む
「
お
母
さ
ん
」

で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
語
も
ま
る
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
す
。
で
も
、
見
た
目
は
金
髪
に
青
い

目
と
、
子
ど
も
た
ち
に
は
「
外
国
人
」
に
映
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

ジ
ェ
ニ
ー
先
生
は
な
め
ら
か
な
日
本
語
で
、
子
ど
も
た
ち
と
「
英
語
遊
び
」
を
し
ま
す
。

今
日
は
英
語
の
歌
遊
び
か
ら
で
す
。
年
少
さ
ん
か
ら
年
長
さ
ん
ま
で
手
を
つ
な
い
で
お
お

は
し
ゃ
ぎ
で
す
。
次
は
ジ
ェ
ニ
ー
先
生
手
作
り
の
イ
ラ
ス
ト
で
「
ピ
ザ
の
お
話
」
で
す
。 

「
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
が
い
ち
ば
ん
好
き
な
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
こ
の
中
の
ど
ー
れ
だ
？
」 

子
ど
も
た
ち
は
示
さ
れ
た
三
つ
の
答
え
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
、
答
え
の
場
所
に
移
動
し
ま

す
。
正
解
す
る
と
「
や
っ
た
ー
」。 

「
お
父
さ
ん
た
ち
は
金
曜
日
に
な
る
と
、
チ
キ
ン
二
十
本
と
ピ
ッ
ツ
ア
、 

ビ
ー
ル
を
持
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
野
球
を
見
る
ん
だ
よ
。」
な
ん
て
お
話 

に
「
え
ー
っ
！
」、
大
騒
ぎ
で
す
。
五
〇
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ 

て
い
き
ま
し
た
。 

 

◆
英
語
の
勉
強
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
で
、
ジ
ェ
ニ
ー
先
生
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
触
れ
る
の
は
、

「
ア
メ
リ
カ
文
化
」
で
す
。
吉
澤
園
長
は
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々
の
存
在
は
、
近
年
、
ま
す
ま
す
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

生
坂
村
も
外
国
籍
の
方
や
様
々
な
文
化
を
持
つ
方
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

生
坂
保
育
園
で
は
一
人
一
人
の
違
い
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
尊
重
し
て
共
に
過

ご
す
こ
と
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
』
事
業

を
計
画
し
ま
し
た
。 

 

保
育
園
の
生
活
の
中
で
、
様
々
な
国
の
遊
び
や
歌
等
を
取
り
入
れ 

た
り
、
簡
単
な
外
国
語
の
言
葉
を
紹
介
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち 

が
異
文
化
に
親
し
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い 

ま
す
。」 

 

出
発
は
決
し
て
英
語
教
育
の
前
倒
し
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、 

そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
全
面
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
が
ジ
ェ
ニ
ー 

先
生
で
す
。 

 

◆
「
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
す
ご
い
だ
ろ
！
」 

 
 吉

澤
園
長
は
、
以
前
外
国
籍
の
お
母
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
お
店
で
子
ど

も
を
叱
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
強
い
口
調
に
近
く
の
人
が
、「
向
こ
う
の
人
だ
か
ら
ね
え
」
と

つ
ぶ
や
い
た
、
と
い
う
の
で
す
。
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
そ
の
叱
り
方
が
自
分
の
受
け
継
い

だ
「
文
化
」
で
す
。
互
い
に
「
異
文
化
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
感
じ
た
の
で
す
。
吉
澤
園
長
は
こ
の

意
識
の
ず
れ
を
大
事
な
課
題
と
と
ら
え
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
異
文
化
を
す
ぐ
そ
ば
で
感

じ
、
文
化
や
見
た
目
が
違
っ
て
も
仲
良
く
な
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
体
感
し
て
ほ
し
い
と

願
い
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
を
始
め
た
の
で
し
た
。 

 

あ
る
と
き
、
異
文
化
理
解
の
一
つ
で
、
お
国
料
理
を
味
わ
う
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
外
国

籍
の
お
母
さ
ん
が
、
自
慢
の
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
い
し
い
！
。
す
る
と
、
子
ど

も
が
に
こ
に
こ
し
て
こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

「
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
だ
ろ
う
！
」 

す
る
と
他
の
子
も
次
々
に
「
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
も
す
ご
い
よ
！
」
と
母
親
自
慢
が
始
ま
り

ま
し
た
。「
異
文
化
理
解
」
の
次
は
「
異
文
化
尊
重
」
が
始
ま
り
ま
す
。「
違
う
か
ら
こ
そ
、

い
い
ん
だ
」
と
肌
で
感
じ
た
子
ど
も
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
本
当
の
意
味
の 

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

小
さ
な
保
育
園
の
、
大
き
な
挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。 
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広
島
の
平
和
記
念
公
園
。「
地
面
を
見
て
く
だ
さ
い
。
君
た
ち
は
今
、
原
爆
に
よ
っ 

て
亡
く
な
っ
た
方
々
の
上
に
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

は
何
で
し
ょ
う
。し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」引
率
の
先
生
が
そ
う
語
り
、 

黙
祷
を
捧
げ
「
平
和
の
式
」
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
社
会
見
学
に
き
て
い
た
小
学 

生
の
様
子
で
す
。
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
千
羽
鶴
を
持
参
し
、
公
園
の
あ
ち
ら
こ 

ち
ら
で
同
じ
様
な
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
曲
が
っ
た
鉄
筋
が
何
本
も
飛
び
出
し
、 

崩
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
バ
ラ
バ
ラ
に
転
が
っ
て
い
る
原
爆
ド
ー
ム
は
、
衝
撃
の 

す
ご
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
で
は
、
人
間
は
た
だ
の
数
字
と
な
っ
て
し
ま
い 

ま
す
。
一
人
と
数
え
ず
、
１
、
２
・
・
・
で
終
わ
り
で
す
。
一
人
一
人
の
人
格
（
そ 

こ
ま
で
育
っ
て
き
た
全
て
の
人
生
）
の 

こ
と
は
何
一
つ
考
慮
さ
れ
ず
、
名
前
も 

な
け
れ
ば
、
誰
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
な 

く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
命
の
数
。
広
島 

       平
和
記
念
資
料
館
の
一
つ
ひ
と
つ
の
数
字
か
ら
も
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
争
い
ご
と
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
。
も

し
、
相
容
れ
な
い
考
え
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
否
定
し
抹
殺
す
る
よ
う
な
こ

と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
思
っ
て
い
た
以
上
に
ひ

ど
い
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
戦
争
を
絶
対
に
し
て
は
い

け
な
い
。
平
和
を
守
り
た
い
で
す
。」
参
観
者
が
自
由
に
記
述
で
き
る
ノ
ー
ト
に
は
、

同
じ
様
な
言
葉
が
い
く
つ
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
六
十
八
年
が
過
ぎ
、
そ
の

恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
る
方
か
ら
お
話
を
直
接
お
聴
き
す
る
機
会

は
、
年
々
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
今
し
か
出
来
な
い
学
習
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
家

に
あ
る
昔
の
写
真
や
地
域
に
残
る
戦
争
に
関
す
る
史
跡
や
碑
等
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
を
学
習
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
現
在
の
平
和
な
世
の
中
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

５８０ｍ 

上空 

１ｃｍ＝３０ｍに縮尺して、

原爆と原爆ドームの大きさ、

位置関係を表してみました。 

爆心 

ウラン 

８８５ｇ 

１秒後には 

直径２８０ｍの 

火球に 

１０秒間 

輝き続けた 

「原子爆弾投下」 

昭和20年(1945)8月6日

8時15分。 

B29から投下された原子

爆弾は、広島市の上空580

ｍで爆発。 

長さ約3ｍの爆弾が１秒

後には最大直径約280ｍ

の高温・高圧の火球とな

った。火球は強烈な熱線

を約3秒間放射し、約10

秒間輝き続けた。 

衝撃波は、30秒後に爆心

地から約11ｋｍまで達し

ておとろえた。 

爆心地の温度は3000～

4000℃。衝撃波の圧力は

1ｍ２当たり35t、突風の

速度は秒速440ｍになっ

た。 

街全体が、一瞬にして破

壊され、爆心地から半径

2km以内にいたほとんど

の人々が亡くなった。年

末までに推定14万人前後

の人々が亡くなるか行方

不明。その数は、当時の

市民約35万人のおよそ半

分。犠牲者の中には、大

陸から強制連行されて、

働かされていた人々もい

ました。 
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【
塩
澤
指
導
主
事
担
当
】 

俺
達
の
遊
び
場
は 

観
音
様
の
石
段
と
決
ま
っ
て
い
た
っ
け 

五
人
六
人 

皆
弟
や
妹
を
背
負
っ
て 

草
つ
き
を
し
て
遊
ん
だ
っ
け
な
あ 

あ
の
石
段
に
あ
い
て
い
る
穴
は 

差
別
さ
れ
た 

俺
達
の
涙
の
穴
だ 

幸
太
・
義
公
の
嘆
き
の
遊
び
の
穴
だ 

俺
達
は
何
も
知
ら
ぬ
七
・
八
軒
が 

何
で
み
ん
な
と
遊
べ
な
い
の
か 

た
ま
に
友
達
の
庭
へ
行
け
ば 

親
達
か
ら 

わ
い
ら
の
来
る
所
じ
ゃ
ね
え
と 

追
い
か
え
さ
れ
て
な
あ 

（
小
林
義
雄 

氏
『
草
つ
き
穴
』
よ
り
抜
粋
） 

     
 

    

 
Ｍ
中
学
校
の
Ｏ
先
生
は
特
別
活
動
の
授

業
を
中
心
に
、
友
だ
ち
の
よ
さ
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
取
組
を
多
く
取
り
入
れ
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
級
内
で
意
欲

的
に
活
動
で
き
て
い
る
生
徒
と
そ
う
で
な

い
生
徒
に
大
き
く
分
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
Ｏ
先
生
は
、
生
徒
一
人
一
人

が
友
だ
ち
や
教
師
か
ら
認
め
ら
れ
る
場
面

や
、
み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と
に
協
力
し
て

取
り
組
み
、
楽
し
さ
や
達
成
感
を
分
か
ち

合
う
よ
う
な
場
面
を
更
に
作
り
出
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
Ｏ
先
生
は
、
七
月
の
人
権
教
育

旬
間
の
折
に
、
普
段
か
ら
自
分
が
行
っ
て

い
る
特
別
活
動
の
授
業
の
中
で
、
人
権
教

育
の
学
習
を
行
お
う
と
考
え
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
、
Ｏ
先
生
の
ク
ラ
ス
で
は
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ク
ラ
ス
の
中
に

は
、
精
一
杯
声
を
出
せ
な
い
で
い
る
男
子

や
、
声
を
出
さ
な
い
男
子
に
不
満
を
抱
い

て
い
る
女
子
、
ま
た
、
前
年
度
の
合
唱
発

表
会
で
、
男
子
の
声
が
出
せ
て
い
な
い
こ

と
を
他
の
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
に
指
摘
さ
れ 

て
、
悔
し
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
女
子
も

い
ま
し
た
。
担
任
の
Ｏ
先
生
は
そ
の
こ
と

を
把
握
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス

で
共
有
し
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
学
級
の
合
唱
練
習
を
題
材
に
、
学
級

活
動
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

（
一
）
授
業
で
の
生
徒
の
姿

 

合
唱
練
習
の
取
組
を
見
返
す
話
し
合
い

の
中
で
、
一
人
の
男
子
が
、「
曲
が
難
し
く

て
音
程
が
う
ま
く
取
れ
ず
、
大
き
な
声
が

出
せ
な
い
」
と
い
う
悩
み
を
語
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ク
ラ
ス
の
取

組
の
不
十
分
さ
へ
の
不
満
や
、
男
子
の
声

が
出
な
い
こ
と
を
他
の
ク
ラ
ス
か
ら
指
摘

さ
れ
た
悔
し
さ
な
ど
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
の

本
音
が
語
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

の
仲
間
か
ら
本
音
が
語
ら
れ
て
く
る
と
、

今
ま
で
他
人
事
で
あ
っ
た
生
徒
た
ち
も
、

だ
ん
だ
ん
と
表
情
が
変
わ
っ
て
い
き
、
自

分
事
と
し
て
真
剣
に
考
え
て
い
き
ま
し

た
。
今
ま
で
男
子
の
声
の
小
さ
さ
に
不
満

を
持
っ
て
い
た
Ｗ
さ
ん
も
、
男
子
の
苦
し

い
思
い
を
聞
き
、
授
業
が
終
わ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
感
想
を
書
き
ま
し
た
。「
自
分

は
、
男
子
が
や
る
気
が
な
く
て
声
を
出
せ

な
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
男

子
も
声
変
り
が
あ
っ
て
声
を
出
し
に
く
い 

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら

は
そ
う
い
う
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

練
習
し
て
い
き
た
い
」

Ｗ
さ
ん
は
、
こ

の
一
時
間
の
中
で
困
っ
て
い
る
仲
間
の
気

持
ち
を
思
い
や
り
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

ま
た
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る

Ｈ
君
も
、「
自
分
の
近
く
に
音
を
と
れ
る
人

が
い
て
く
れ
れ
ば
自
信
を
も
っ
て
歌
え
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
Ｈ
君
も
な
か
な
か
音
が

と
れ
ず
に
苦
労
し
て
い
る
一
人
で
し
た
。 

Ｈ
君
の
発
言
を
聞
い
て
い
た
Ｍ
さ
ん
は
、

「
音
程
が
分
か
る
人
が
近
く
に
い
る
と
歌

い
や
す
い
と
Ｈ
君
が
言
っ
て
い
た
の
で
、
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
丸
く
な
っ
て
歌
え
ば

い
い
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
Ｍ
さ
ん
は
、
困

っ
て
い
る
弱
い
立
場
の
相
手
を
思
い
や
り
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
Ｗ
さ
ん
や
Ｍ
さ
ん
の
姿
は
、

Ｏ
先
生
が
「
人
権
教
育
」
と
し
て
ね
ら
っ
て

い
た
生
徒
の
姿
で
し
た
。 

 

（
二
）

 
 

Ｏ
先
生
は
、
授
業
の
中
で
声
を
出
せ
な
い

男
子
に
思
い
を
寄
せ
て
、
自
ら
も
学
生
時
代

に
合
唱
部
に
所
属
し
、
声
変
わ
り
で
な
か
な

か
声
を
出
せ
な
か
っ
た
時
の
経
験
を
赤

裸
々
に
語
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
生
徒

た
ち
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
声
を
出
せ
な
い

で
困
っ
て
い
る
男
子
の
心
情
を
更
に
理
解 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
い
き
ま
し
た
。
Ｏ
先
生
が
自
ら
の
経
験

を
語
っ
た
の
は
、「
苦
し
ん
で
い
る
生
徒
の

思
い
を
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
分
か
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
一
心
か
ら
で
あ
り
、
普

段
か
ら
苦
し
ん
で
い
る
生
徒
の
立
場
に
立

っ
た
先
生
の
姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

ま
た
、
授
業
の
中
で
、
生
徒
た
ち
一
人
一

人
が
抱
え
込
ん
で
い
る
苦
し
さ
や
悔
し
さ

な
ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
思
い
を
語
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
い
つ
も
ク
ラ
ス
の
中
で
自
分

の
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
由
に

語
り
合
え
る
雰
囲
気
が
育
ま
れ
て
い
た
か

ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
「
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ

た
授
業
づ
く
り
」
で
は
、
教
師
自
身
の
人
権

感
覚
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

 

（
三
）
終
わ
り
に 

 

「
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
づ
く

り
」
で
は
、
今
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
の

姿
を
し
っ
か
り
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ク
ラ
ス
の
中
で
苦

し
い
思
い
を
し
て
い
る
「
そ
の
子
」
に
目
を

向
け
、
光
を
あ
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、「
そ
の
子
」
に
心
を
寄
せ
、
生

活
や
授
業
の
中
心
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す

る
「
心
が
け
」
を
日
常
的
に
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の

人
権
を
大
切
に
し
た
学
級
づ
く
り
・
学
校
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「ど
う
し
て 

声
が
出
せ
な
い
の
だ
ろ
う
・・・。
」 

http://userdisk.webry.biglobe.ne.jp/011/853/48/N000/000/003/130078417943516301768.gif
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娘 

「
Ｋ
子
さ
ん
、
み
ん
な
か
ら
嫌
わ
れ
て
い 

る
の
。
だ
か
ら
私
困
っ
て
い
る
の
。」 

母
親 

「
小
学
校
の
と
き
か
ら
、
Ｋ
子
さ
ん
と
は 

仲
が
良
か
っ
た
か
ら
ね
。」 

娘 

「
私
ね
、
Ｋ
子
さ
ん
を
何
と
か
励
ま
し
た 

い
と
思
っ
て
い
る
の
。」 

母
親 
「
そ
う
ね
え
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
し
た 

ら
、
今
度
は
あ
な
た
が
、
み
ん
な
か
ら 

相
手
に
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ 

ゃ
な
い
の
。」 

娘 

「
じ
ゃ
あ
、
何
も
し
な
く
て
い
い
の
。
Ｋ 

子
さ
ん
か
わ
い
そ
う
だ
な
。」 

母
親 

「
Ｋ
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
っ
て
い
ろ
い
ろ 

自
慢
す
る
人
だ
か
ら
、
き
っ
と
Ｋ
子
さ 

ん
も
そ
う
い
う 

と
こ
ろ
が
あ
る 

ん
じ
ゃ
な
い
の
。」 

娘  

「
・
・
・
・
・
」 

 
 

最
近
で
は
、
い
じ
め
が
見
え
に
く
く
、
長
期
的

で
あ
り
、
不
登
校
か
ら
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

い
じ
め
が
自
分
の
子
ど
も
に
か
か
わ
っ
て
起
こ
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
、
親
や
家
族
と
し
て
た
い
へ

ん
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
あ
る
中
学
校
の

ク
ラ
ス
で
起
こ
っ
た
「
仲
間
は
ず
し
」
に
つ
い
て

娘
か
ら
母
親
が
相
談
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
事
例
で

あ
り
、
多
く
の
親
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。 

「
仲
間
は
ず
し
」
は
い
じ
め
で
あ
り
、
人
権
侵
害

で
す
。
い
じ
め
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
い
ざ
自
分
の
子
ど
も
の
ま
わ
り
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
親
は
ど
ん

な
対
応
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
子
ど
も

が
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
ほ
っ
と
し
、
だ
れ
が

い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
の
か
聞
い
て
、「
か
わ
い
そ

う
だ
ね
。
困
っ
た
わ
ね
。」
と
い
う
こ
と
で
終
わ
り

に
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
事
例
の
娘
さ
ん
は
、
ク
ラ
ス
の
い
じ
め
の

状
況
を
母
親
に
話
し
、
何
と
か
し
よ
う
と
訴
え
て

い
ま
す
。 

子どもたちの豊かな学びと健全な育成の充実を図るためには、学校・家庭・地域が 

それぞれの役割を自覚し、連携・協力しながら、地域社会全体で子どもたちの育ちを支

援していくことが大切です。【文部科学省「第三次とりまとめ」より】 

そのために、みんなが以下のような「共通の学習資料（読み物）」にふれて、あちら

こちらで話題にしていくことにより、学校・家庭・地域が協働し、人権教育を推進する

ための環境の下地をつくってみてはいかがでしょうか。 

 
 

し
か
し
、
こ
の
母
親
は
、
娘
が
深
く
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

困
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
Ｋ

子
さ
ん
の
母
親
に
対
す
る
「
偏
見
」
を
押
し
つ
け

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
訴
え
や
相
談

に
対
し
て
、
ま
わ
り
の
大
人
が
適
切
な
対
応
を
し

な
か
っ
た
た
め
に
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
事
例
を
も
と
に
し
て
、
親
と
し
て
、
大
人

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
う
対
応
し

て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
考
え
る
契
機
に
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
我
が
子
と
対
話
を
し
な
が
ら
、（
事
例
中

の
）「
何
と
か
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
娘
さ
ん
の

気
持
ち
に
つ
い
て
、
自
分
事
と
し
て
考
え
合
っ
て

み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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Ｎ
駅
の
二
番
線
ホ
ー
ム
に
、
普
通
電
車
が

到
着
し
ま
し
た
。
四
人
の
駅
員
さ
ん
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
一
点
を
注
視
し
て
い
ま
し
た
。 

「
何
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
み
る
と
、
車
内
に

は
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
乗
客
が
い
ま
し
た
。

付
き
添
い
の
方
が
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
電

車
と
ホ
ー
ム
の
間
に
は
「
十
数
㎝
の
段
差
」

が
あ
っ
て
、
と
て
も
降
り
ら
れ
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

す
る
と
、
す
か
さ
ず
四
人
の
駅
員
さ
ん
た

ち
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
車
椅
子

の
側
面
に
手
を
掛
け
る
と
、
乗
客
を
抱
え
込

む
よ
う
に
持
ち 

上
げ
て
、
ゆ
っ 

く
り
と
ホ
ー
ム 

へ
下
ろ
し
ま
し 

た
。
そ
れ
は
、 

実
に
見
事
な
協
働
サ
ポ
ー
ト
で
し
た
。 

つ
づ
い
て
、
一
人
の
駅
員
さ
ん
が
車
椅
子

の
乗
客
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。 

「
私
は
Ｎ
駅
の
○
○
と
申
し
ま
す
。
構
内
を

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
か
ご
用

命
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
で
も
申
し
付
け
て

く
だ
さ
い
」 

す
る
と
、
そ
の
乗
客
は
、
小
声
で
「
お
し

っ
こ
」
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
駅
員
さ
ん
は

「
承
知
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
車
椅
子
の

先
に
立
つ
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
方
向
へ
歩

き
出
し
ま
し
た
。 

そ
の
時
で
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗

り
か
け
て
い
た
男
女
の
高
校
生
が
、
さ
っ
と

「
昇
降
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
扉
が
閉
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
外
側
か
ら

手
を
添
え
て
、
駅
員
さ
ん
と
車
椅
子
の
乗
客

を
導
い
た
の
で
し
た
。 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け

る
駅
員
さ
ん
。「
ど
う
も
…
」
と
う
な
ず
く

高
校
生
た
ち
。 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
、
そ
の
場
に

残
さ
れ
た
二
人
は
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
言
葉

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。 

「
俺
た
ち
、
モ
レ
テ
ナ
イ
？
（
か
っ
こ
よ
す

ぎ
な
い
？
）」 

「
う
ん
。
で
も
、
チ
ョ 

ッ
パ
ズ
～
（
超
恥
ず
か 

し
い
）」 

ほ
ん
の
三
、
四
分
の
出
来
事
で
し
た
。 

日
常
の
些
細
な
出
来
事
。
で
も
、
そ
れ
は
、 

朝
露
の
光
を
目
に
す
る
よ
う
な
、
と
て
も 

「
素
敵
な
出
来
事
」
で
し
た
。 

 

◇｢

  

木
島
平
村
の
「
雪
ん
子
解
放
子
ど
も
会
」
は
、「
雪

ん
子
人
権
子
ど
も
会
」
と
し
て
村
内
の
全
小
中
学
生
が

会
員
と
な
っ
て
、
活
動
が
引
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

雪
ん
子
委
員
会
（
小
学
六
年
生
六
名
、
中
学
三
年
生
二

名
）
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
雪
ん
子
解
放
子
ど
も
会
、
人
権
子
ど
も
会
設
立
の 

 

願
い
や
経
緯
を
先
輩
か
ら
学
び
、
考
え
合
う
。 

 

◎
毎
年
五
月
に
「
人
権
尊
重
の
歌
」
を
決
め
、
全
校
、

学
級
で
日
常
的
に
歌
っ
た
り
、
小
中
学
生
合
同
で
歌

へ
の
思
い
や
願
い
を
語
り
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
十

一
月
の
「
差
別
を
な
く
す
村
民
大
会
」
で
発
表
す
る
。 

 

◎
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
に
絵
手
紙
を
贈
り
、

お
話
を
し
て
交
流
を
深
め
る
。 

 

今
年
九
月
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問

し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
絵
手
紙
を
贈

り
、
お
話
を
し
て
交
流
し
ま
し
た
。 

        

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぎ
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
た
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 


